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講演概要等 

自然斜面や盛土は，土粒子とその隙間を水と空気が占める不飽和土で構成されています。そのた

めその安定性を議論するには，土の不飽和挙動を理解するとともに，理論的にモデル化することが

必要です。ここでは，はじめに，不飽和土特有の挙動とそのような挙動がどうして生じるのかを解

説するとともにその解析方法（図-1）について簡潔に述べます。次に，降雨時の自然斜面（母岩の

風化した土，主に砂が斜面表層に堆積した斜面）の崩壊について，そのメカニズムを明らかにする

ために，重力場・遠心場での模型実験を行った結果について述べます。その結果，崩壊は，斜面法

先部の浸潤線が斜面表層に現れた場所から生じること等を明らかにしました。さらに有限要素法を

用いた飽和・不飽和圧密解析法を用いて，模型実験のシミュレーションを行い，解析結果が実験結

果を十分に再現できることを示しました（図-2）。最後に，簡単な斜面崩壊抑止方法として，フィ

ルター蛇篭の有用性について述べます。 
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図-1 不飽和土のモデル化と有限要素法による斜面安定解析法（飽和・不飽和圧密解析） 
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図 2 降雨斜面崩壊模型実験の飽和・不飽和圧密解析による解析結果（せん断ひずみ） 
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